
前回会議で出された質問一覧

No. 質問・回答

1
スクールバスを使ってやるのは可能なのか聞いてみたい。
　⇒スクールバスは通学距離6kmを目安に検討します。仮に第二中を活用する場合、学校敷地内にバス
ロータリーを設けることは難しいですが、近くの公園駐車場や市役所でバスの乗降が想定できます。

2

今後10年間で統合の可能性がある小学校を示してもらいたい。
　⇒基本方針では中央小以外は再編する方針としています。
　　中和・萬歳・古城　　→　古城小の位置でR9開校
　 富浦・矢指　→　矢指小または一中を活用　　　R8 地域検討会議設置予定
　　干潟・豊畑　→　干潟小を活用　　　R9 地域検討会議設置予定
　　共和・琴田　→　共和小を活用　　　R10～R12 地域検討会議設置予定
　　鶴巻・滝郷・嚶鳴　→　嚶鳴小の位置でR11開校予定
　　飯岡・三川　→　飯岡中を活用　　　R10～R12 地域検討会議設置予定

3
出生率が上がっている過疎地域もあるが、市ではどのような対策をしてきたのか。
　⇒資料２のとおり。

4
将来的に収益がどういうふうになるのか、旭市の財源についてのデータがほしい。
　⇒資料２のとおり。

5
こういう素晴らしい環境の中学校があるという事例。全国で成功している旭市に見合ったようなモ
デルケースがあれば参考にしたい。
　⇒資料３のとおり。

6
小学校区ごとの生徒数推計のデータ。
　⇒資料４のとおり。

7
北中に干潟・豊畑学区の生徒が加わった人数。
　⇒資料４のとおり。

8
二中を活用する場合、いつ頃になれば今の二中の環境でも十分な教育活動ができるようになるの
か。
　⇒資料４のとおり。

9
北中と南中の人数が入るだけの校舎を増設するとなるとどのくらい費用が掛かるのか。
　⇒資料５のとおり。

10
新築するとしたらどのくらい時間がかかるか現実的な時間軸を示してもらいたい。
　⇒資料５のとおり。

11
既存の建物を使って学校運営していく場合と新しく建てて学校運営する場合の費用比較
　⇒資料５のとおり。
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事例紹介 【事例紹介】文部科学省 CO-SHA Platformより抜粋 
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生徒数の推計について 

 

１．学区の見直し（干潟・豊畑学区を含めた場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【小学校区ごとの推計】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 【学区の見直し後の推計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

(仮称)北統合中学校＋干潟・豊畑学区
2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037
R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

生徒数 546 529 500 499 494 472 466 433 447 395 389 351

学級数 16 16 15 15 15 14 14 13 13 12 12 11

（仮称）南統合中学校－干潟・豊畑学区
2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037
R08 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

生徒数 444 473 467 466 456 430 397 373 374 378 364 336

学級数 13 14 14 14 14 13 12 11 11 11 11 10

【開校時期目安】 2036年（R18） 以降 

半径 6km 

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037

R8 R09 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

琴田小 65 59 58 59 56 48 55 58 60 51 46 41

共和小 128 117 112 93 102 107 115 111 122 114 116 108

中和小 46 40 38 41 39 29 25 19 18 17 16 17

萬歳小 35 41 36 43 35 34 25 24 23 25 21 15

古城小 58 56 49 47 41 40 37 33 34 27 27 21

北中 332 313 293 283 273 258 257 245 257 234 226 202

学級数 11 10 9 9 9 9 9 9 9 8 7 6

干潟小 134 130 126 137 154 141 144 124 129 102 107 99

豊畑小 85 95 83 84 68 73 63 63 61 59 56 50

※R8～R13は R7.5月時点の小学生１年～６年の人数を使用 

※R14～R19は住民基本台帳(R7.5月時点)の 1 歳～６歳の人数を使用 
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２．第二中を活用 
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【今の二中生徒数と同規模になる時期】 

・二中＋干潟中  2032年(R14)   

・二中＋干潟中＋一中  2036年(R18)  

半径 6km 
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学校施設の整備について 

１．既存施設を活用した場合（例：第二中学校） 

 
（拡大図） 

・普通教室数：28教室 

  音楽室３・理科室２・美術室２・家庭科室１ 

  調理室１・木工室１・金工室１・情報教育室１ 

（仮定）2030年度（令和 12年度）に統合  

 生徒数：950人 36教室 

通常学級 870人 25 教室（1クラス 35人） 

  特別支援学級  80人 11 教室（R7 参考） 

【概算費用】 

 ①校舎増築・既存校舎改修 ：約 30億円 

 ②情報処理棟 改修 ：約 5億円 

 ③技術室・柔剣道場 改修 ：約 10億円 

 ④屋内運動場 改修 ：約 2億円 

 ⑤グラウンドなど外構工事 ：約 3億円 

合計   ：約 50億円 

 

 【課題】周辺道路が狭い・駐車場が少ない（イベント時、雨天時）・第 2グラウンドが離れている 

 

第二中学校 

天神公園 

第二グラウンド 

旧 保育所 

文化の杜公園  

第２駐車場 

屋内運動場 

教室棟 

管
理
棟 

特別教室棟 

技術室・柔剣道場 

部室棟 

情報処理棟 
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２．新築の建築スケジュール（想定） 

項目 0Y 1Y 2Y 3Y 4Y 5Y 6Y 7Y 8Y 

①計画・設計 

・調査 

・基本設計 

・詳細設計、工事監理 

         

②用地取得 

・土地収用法手続き 

・用地交渉、契約、登記 

         

③工事 

・建築、管、電気、外構 

・周辺整備 

         

④都市計画法 

・開発協議、同意 

         

⑤建築基準法 

・建築確認申請、許可 

         

⑥農地法手続き※ 

・転用・農振地域 

         

⑦その他 

・排水協議、手続き 

・上下水道協議、手続き 

         

 ※必要に応じて実施する項目 

 

３．学校の更新にかかる財政シミュレーション（2060年まで） 

①新築した場合（2036（R18）年に統合 想定） 

 ・初期費用：70.0億円  2060年までの総額：93.0億円 

 

 

 

 

※南統合中学校の整備費用は別途必要 

 

②第二中を活用（2030（R12）年に第一中、第二中、干潟中を統合 想定） 

 ・初期費用：50.0億円  2060年までの総額：79.0億円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他経費（参考） 

 ・光熱水費（R6年度 第二中）：約 1,100万円 

 ・スクールバス ※導入した場合：１台あたり年間約 1,000万円 

35 ㎡単価 833,400 2,083,500,000

35 校舎 体育館 ㎡単価

年度 工事種別 金額 年度 工事種別 金額 ㎡単価 325000 1625000000

2036 普通・特別教室棟（新築） 42.0億円 2036 屋内運動場（新築） 10.0億円 ㎡単価 270,900 677,250,000

2036 校庭・外構・道路整備等 18.0億円 2056 屋内運動場（大規模改造） 6.7億円 E

2056 普通・特別教室棟（大規模改造） 16.3億円 合計 16.7億円

合計 76.3億円

・・・

１．建築計画シミュレーション

2060 校舎 体育館

(R42) 年度 工事種別 金額 年度 工事種別 金額

75 2030 教室棟・管理教室棟（統合改修・増築） 2030 屋内運動場（統合改修） 2.0億円 ㎡単価 297,000 487,377,000

52 2030 特別教室棟（統合改修） 2050 屋内運動場（大規模改修） 5.0億円 ㎡単価 315,900 1,955,421,000

52 2030 情報処理棟（統合改修） 5.0億円 合計 7.0億円 ㎡単価 263,300 432,075,300

69 2030 技術室・柔剣道場（統合改修） 10.0億円 ※部室棟は、算定に入れていない。 ㎡単価 1,000,000 6,190,000,000

81 2030 グラウンド等外構 3.0億円 改築

53 2050 教室棟・管理教室棟（大規模改修） 屋内運動場

2050 特別教室棟（大規模改修） 統合改修・大規模改造

2050 情報処理棟（大規模改修） 2.0億円 長寿命化

2071 2059 技術室・柔剣道場（改築） 12.0億円 改築

(R53) 合計 72.0億円 ㎡単価 1,000,000 5,000,000,000

35 ㎡単価 833,400 2,083,500,000

35 体育館 ㎡単価

30.0億円

10.0億円


